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「
公
益
社
団
法
人　

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
」
会
長
の
浅
和
定
次
で
す
。

　

平
成
二
〇
年
十
二
月
公
益
法
人
制
度
改
革
三
法
の
施
行
に
伴
い
、
公
益
目
的
の
実
現
を
目
指

す
法
人
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
福
島
県
内
に
お
け
る
林
業
の
発
展
、
緑
化
の
推
進
、
特
用
林

産
物
の
生
産
振
興
に
努
め
る
た
め
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
新
た
に
公
益
社
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
東
日
本
大
震
災
及
び
こ
れ
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
の
発
生
か
ら
二
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
原
子
力
災
害
は
、
今
な
お
収
束
せ
ず
、
多

く
の
県
民
が
県
内
外
で
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
福
島
県
民
は
、
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
県
民
の
ふ
る
さ
と
へ
の
早
期
帰
還
と
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
生
活
環
境
の
回
復
に
向
け
て
、
森
林
の
持
つ
水
源
涵
養
機

能
等
の
公
益
的
機
能
や
木
材
等
の
生
産
機
能
を
通
し
て
県
民
の
暮
ら
し
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た

森
林
の
除
染
を
推
進
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
は
平
成
二
四
年
七
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
」

に
明
記
し
て
い
る
森
林
除
染
の
早
期
検
討
と
方
針
の
決
定
に
つ
い
て
、
未
だ
に
先
送
り
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
間
伐
等
の
森
林
施
業
及
び
柵
工
等
の
拡
散
抑
制
技
術
を
活
用
し
た
放
射
性
物
質

の
拡
散
防
止
対
策
や
森
林
整
備
と
放
射
性
物
質
対
策
を
一
体
的
に
進
め
る
森
林
・
林
業
の
再
生

対
策
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
協
会
に
お
い
て
は
、
県
内
最
大
の
林
業
団
体
か
つ
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
森
林
除
染
並

び
に
森
林
・
林
業
の
再
生
を
通
じ
た
復
興
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
民
参
加
の
森
林
づ
く

り
や
次
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
等
の
緑
化
の
推
進
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
再
開
に
不
可
欠

な
広
葉
樹
林
の
整
備
等
の
特
用
林
産
物
関
連
産
業
の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
考
え

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
当
協
会
発
行
の
林
業
情
報
紙
「
林
業
福
島
」
は
、
発
刊
か
ら
今
回
で
五
八
五
号
を
数
え
、

記
念
す
べ
き
半
世
紀
の
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
購
読
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
や
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
県
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
団
体
の
皆
様
の
日
頃
よ
り
の
御
協
力
の
賜
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
御
支
援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公益社団法人　福島県森林・林業・緑化協会会長　
　浅　和　定　次

あ い さ つ
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す
。
特
に
、
森
林
・
林
業
分
野
に
お
い
て

は
、
森
林
整
備
に
よ
る
多
面
的
機
能
の
維

持
と
放
射
性
物
質
の
低
減
対
策
を
一
体
的

に
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
「
ふ
く
し
ま

森
林
再
生
事
業
」
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
円
滑
な
森
林
整
備
に
不
可
欠
な
路
網

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
の
整
備
を

支
援
し
ま
す
。
併
せ
て
、
放
射
性
物
質
に

汚
染
さ
れ
た
き
の
こ
原
木
林
の
再
生
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
除
染
技
術
の
実
証
を

行
う
ほ
か
、
汚
染
さ
れ
た
樹
皮
の
処
理
を

支
援
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
県
の
豊
か
な
森
林
を
再

生
す
る
と
と
も
に
、
林
業
・
木
材
産
業
の

力
強
い
復
興
を
実
現
す
る
た
め
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
県
の
森
林
面
積
は
九
七
万
三
千
㌶

で
、
県
土
の
七
割
を
占
め
て
お
り
、
木
材

の
安
定
供
給
は
も
と
よ
り
、
山
地
災
害
の

防
止
に
よ
る
生
命
・
財
産
の
保
全
や
、
水

源
の
確
保
、
更
に
は
キ
ノ
コ
や
山
菜
の
採

取
の
場
で
あ
る
な
ど
、
私
達
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
県
民
生
活
と
密
接
に
関
係

し
た
森
林
で
す
が
、
一
昨
年
三
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
産
基
盤
が

被
災
し
た
こ
と
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
森

林
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
放
射
性
物
質
に

汚
染
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
森
林
整
備

や
林
業
生
産
活
動
が
停
滞
し
て
お
り
、
森

林
の
荒
廃
に
よ
る
多
面
的
機
能
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
な
お
多
く
の
県
民
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
日

も
早
い
ふ
る
さ
と
へ
の
帰
還
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
生
活
圏
周
辺
か
ら
二
〇
㍍
に

限
定
さ
れ
て
い
る
森
林
の
除
染
に
つ
い
て

対
象
区
域
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
立
木

の
伐
採
や
木
柵
等
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

防
止
対
策
に
つ
い
て
も
除
染
方
法
と
し
て

位
置
づ
け
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
森
林
除
染
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
森
林
の
除

染
に
つ
い
て
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染

状
況
調
査
や
実
証
事
業
の
デ
ー
タ
に
基
づ

き
、
森
林
全
体
の
除
染
に
関
す
る
方
針
の

早
期
決
定
や
、
除
染
技
術
の
拡
充
、
汚
染

実
態
に
応
じ
た
除
染
対
象
区
域
の
拡
大
等

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
強
く

要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
国
の
環
境
回
復
検
討
会
に

お
い
て
「
夏
を
目
途
に
森
林
除
染
の
方
針

を
示
す
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の

動
向
を
注
視
し
、
森
林
除
染
に
関
す
る
本

県
の
要
望
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
県
と
し
て
は
、
一
日
も
早
く

復
興
・
再
生
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
本

年
を
「
復
興
加
速
の
年
」
と
位
置
付
け
、

本
年
三
月
に
新
た
に
策
定
し
た
「
福
島
農

林
水
産
業
新
生
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
「
め

ざ
す
べ
き
姿
」
の
実
現
に
向
け
、
重
点
的

か
つ
戦
略
的
に
各
種
事
業
を
展
開
し
ま

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た

　
　
　
　
　

森
林
の
再
生
に
つ
い
て
森
林
計
画
課

森林再生のイメージ

路網の整備（森林作業道）

木質バイオマス利用施設
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　平成25年４月29日㈪、会津総合運動公園噴水広場（会
津若松市）において「園芸教室」を実施しました。（主催は、
福島民友新聞社、農林中央金庫福島支店、国土緑化会津
若松市推進委員会、一般財団法人会津若松市公園緑地協
会、当協会の５社）
　会津若松市公園緑地協会専属講師の猪股勝意さんが、

「花づくりのこつ」をテーマに実演を交えながら、種の蒔
き方や草花の寄せ植えの作り方について指導し、参加さ
れた市民の方々は、熱心に猪股さんの話に耳を傾けてい
ました。
　「園芸教室」は、花いっぱい県民運動の一環として、一
般市民特に花の愛好者を対象に、県民の花を愛する心豊
かな情操を育てることを目的とした事業で、次回は、い
わき市で秋に開催する予定です。　「花」や「園芸」に、
ご興味をお持ちの皆さんご参加お待ちしております。

●お問い合わせ先／（公社）福島県森林・林業・緑化協会　福島県緑化推進委員会　TEL 024－524－1480

　平成25年４月27日㈯、福島駅前周辺で「緑の募金」街頭キャン
ペーンを実施しました。
　この街頭キャンペーン
は、震災の影響で３年ぶ
りの開催となりましたが、
毎年、募金運動推進期間
でもある４月１日から５
月31日まで、より多くの
人達に緑化思想の普及啓
発と緑化事業の推進を図
るため、そのPR活動とし

て、福島市緑化推進委員会と当協会の共催で実施しているものです。
　市内の５つの小学校（荒井、岡山、佐倉、佐原、土湯）の緑の少
年団を含め、総勢102名が参加し、少年団の子ども達は強風が吹く
中、風に負けじと大きな声を出して、一生懸命、市民に募金を呼び
掛けました。
　募金に協力していただいた方には、緑の羽根をお渡しする際、下
記の苗木、花苗、花の種を配布しました。
　○イロハモミジ、ガマズミ、キンロバイ、コデマリの苗木
　○ベコニア（赤、白、ピンク）の花苗
　○サルビア、ひまわり、マリーゴールドの花の種
　小さなお子さんからご年配の方まで老若男女問わず、募金に協力
していただいた多くの皆さん本当にありがとうございました。
　今後とも、「緑の募金」へのご協力よろしくお願いいたします。

平成25年度「緑の募金」街頭キャンペーン
緑化運動標語　「今植えた　木々が未来へ　夢運ぶ」

（公社）福島県森林・林業・緑化協会　

開会式の様子

募金に協力する市民（大和証券福島支店前）

笑顔で募金を呼びかける子供達
（阿武隈急行線福島駅前）

平成25年度

花いっぱい県民運動「園芸教室」開かれる

参加者に説明をする講師の猪股氏
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新舞子植樹祭における
クロマツ苗木の植栽 ■いわき農林事務所

　　林業普及指導員　齋　藤　直　彦

普及指導員通信•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　平成25年３月23日（土）、福島県の主催により「新舞子海岸植樹祭」が開催され、参加者の方々ととも
に、東日本大震災の津波被害にあった海岸林敷地0.13haにクロマツ苗木1,300本の植栽を行いました。
　いわき市新舞子海岸林は、江戸時代に磐城平藩主が植林したのが始まりとされ、飛砂や潮風から田畑
や住居、道路などを守る機能や「白砂青松」といわれる景観、自然とのふれあいの場の提供、ヒートア
イランドの緩和など様々な恩恵を地域にもたらし、先の震災では津波に対する内陸部の被害軽減に大き
な効果を果たしたと評価されています。
　植樹祭開催にあたり、参加者の募集を行ったところ、林業関係者、NPO団体、一般県民の方、県外か
らの方、外国の方など132名（募集人数100人）もの参加があり、海岸防災林復旧への関心の高さが伺え
ました。
　今回植樹祭で使用した苗木は、２種類の「マツノザイセンチュウ抵抗性クロマツ（松くい虫の被害で
枯れにくいとして選抜された品種）」です。一つは、山口県から寄贈を受けたポット苗木（1,000本）で、
平成24年度に山口県で行われた全国植樹祭のおり被災３県に対する贈呈が表明されたもの。もう一つは、
独立行政法人森林総合研究所林木育種センターが、福島県で採種された種子からマツノザイセンチュウ
への抵抗性が高いものを選抜・育苗したもの（300本）で、こちらは一般的な植林で使われる普通苗木（裸
苗）です。
　一般に、海岸の環境は苗木の成育に悪い条件が多いことから、裸苗を植付ける箇所には、土壌改良材
として粉炭を施用することを提案しました。粉炭の土壌改良材としての効果に関しては、本県でも研究
されており、初期成長（大きさ、重さ、新鞘の充実度等）が向上することがわかっています。粉炭は、
植樹祭の前日に、苗木１本あたり１ℓの割合で植え付け予定箇所の土に混ぜ、準備しました。
　ポット苗木の方は、苗木を１本ずつプラスチック製の容器で育てたもので、土が付いた根鉢の状態の
まま植栽できることから条件が悪い場所でも適用できます。容器の形状を確認したところ、従来のもの
より容器内で根が下向きに伸びるよう改良されており、高い活着が期待できると感じました。
　植樹会場では、苗木や植栽方法について説明を行った後、スコップを配り、植樹祭参加者全員で１本
１本植え付けを行いました。
　これらの苗木が立派な防災林として育つことを確信しています。

粉炭の施用ポット苗植付け
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林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
を
受
け
て
、
平
成
二
三
年

度
か
ら
放
射
性
物
質
関
連
課
題
に
特
化
し

た
試
験
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
成
果
は
、
農
業
振
興
課
か
ら
「
普
及
に

移
し
う
る
成
果
」
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

通
常
課
題
と
、
放
射
性
物
質
関
連
課
題
に

つ
い
て
、
平
成
二
四
年
度
に
「
普
及
に
移

し
う
る
成
果
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に

つ
い
て
は
農
業
振
興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

　

平
成
二
四
年
度
科
学
技
術
情
報

カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
生
態

被
害
の
実
態

　
　

カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
主
変

動
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
被
害
の
実
態

を
検
討
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か

ら
、
農
薬
等
の
防
除
時
期
が
解
明
さ

れ
、
効
果
的
な
防
除
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

 

平
成
二
四
年
度
放
射
線
関
連
支
援
技
術
情
報

野
生
き
の
こ
子
実
体
と
土
壌
に
含
ま

れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て

　
　

き
の
こ
子
実
体
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
、
共
生
す
る
樹
木
の
根
が
繁
茂
し
て

い
る
落
葉
層
か
ら
地
表
〇
～
五
㌢
㍍
の

部
分
に
含
ま
れ
る
高
濃
度
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ワ
ラ
ビ
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と

あ
く
抜
き
処
理
に
よ
る
低
減
効
果
に
つ
い
て

　
　

調
査
し
た
ワ
ラ
ビ
に
つ
い
て
は
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度
は
一
般
食
品
の

基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
く

抜
き
処
理
に
よ
り
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

低
減
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

野
外
ほ
だ
場
に
お
け
る
林
内
雨
と　

落
葉
の
調
査
例

　
　

野
外
ほ
だ
場
の
雨
水
を
測
定
し
た
結

果
、
林
内
雨
水
が
多
い
ほ
ど
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
降
下
す
る
量
が
多
い
傾
向
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
落
葉
が
多
い
ほ

ど
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
降
下
も
多
い
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
だ
木
に
雨
水
、

落
葉
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
汚
染
を
防
げ
る
可
能
性
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

竹
林
の
間
伐
・
施
肥
施
業
と
タ
ケ
ノ
コ

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

　
　

竹
林
に
て
、
落
葉
除
去
・
間
伐
と
施

肥
（
ケ
イ
酸
加
里
肥
料
）
を
行
っ
て
、

発
生
し
た
タ
ケ
ノ
コ
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
を
測
定
し
た
結
果
、
間
伐
、
施

肥
区
お
よ
び
対
照
区
で
明
確
な
差
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
継
続
し
て
調

査
を
行
い
ま
す
。

立
木
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
汚
染

実
態
の
把
握

　
　

葉
・
枝
・
樹
皮
部
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度

は
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
時
の
葉
の
展
開
状

況
に
よ
り
樹
種
間
で
異
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ギ
の
根
元
付
近

の
髄
心
位
置
の
セ
シ
ウ
ム
分
布
が
林
内

林業研究センター企画情報部

林業研究センターだより

平成24年度の
「普及に移しうる成果」と
平成25年度の実施課題

で
は
最
低
値
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

遮
蔽
体
に
よ
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
値
の

低
減
効
果
及
び
木
材
に
お
け
る
表
面
線

量
と
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
相
関

　
　

鉛
遮
蔽
体
を
上
向
き
で
Ｇ
Ｍ
式
サ
ー

ベ
イ
メ
ー
タ
の
測
定
を
行
う
と
、
よ
り

感
度
の
高
い
測
定
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
同
機
器
の
下
限
の
目
安
が

得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
表
面
線
量
と
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
相
関
が
確
認
で

き
ま
し
た
。

排
煙
処
理
装
置
に
お
け
る
安
全
性

確
認
試
験

　
　

ジ
ェ
ッ
ト
水
流
を
発
生
さ
せ
排
煙
を

処
理
す
る
装
置
に
よ
り
、
放
射
性
物
質

が
含
ま
れ
る
バ
ー
ク
・
木
質
廃
棄
物
を

燃
焼
し
た
際
に
発
生
す
る
排
煙
を
ほ
ぼ

完
全
に
捕
捉
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

浸
漬
処
理
添
加
物
質
別
ス
ギ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
材
の
除
染
効
果

　
　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
汚
染
さ
れ
た
試

験
片
の
浸
漬
試
験
の
結
果
、
に
が
り
、

リ
ン
酸
二
水
素
カ
リ
ウ
ム
区
で
特
に
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
低
下
し
ま
し
た
。

落
葉
広
葉
樹
萌
芽
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
の
把
握

　
　

落
葉
広
葉
樹
林
伐
採
試
験
地
の
萌
芽

更
新
に
お
い
て
コ
ナ
ラ
、ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

施業別大気中粉塵の放射性物質の測定



林業福島　平成25年５月１日発行（第三種郵便物認可）

�―　  ―

ホ
ウ
ノ
キ
の
萌
芽
一
年
枝
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
当
年
萌
芽
枝
に
四
、
〇
〇
〇
ベ

ク
レ
ル
／
㌔
㌘
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
確
認
さ
れ
、
う
ち
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

が
他
に
比
較
し
て
高
く
な
り
ま
し
た
。

森
林
除
染
に
資
す
る
た
め
の
木
本
種

へ
の
放
射
性
物
質
の
移
行
係
数
把
握

　
　

フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
か
ら
一
年
経
過
し

た
木
本
種
の
葉
に
吸
着
し
て
い
る
セ
シ

ウ
ム
137
は
、
落
葉
樹
よ
り
も
常
緑
樹
の

方
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
土
壌
と
葉
の
セ
シ
ウ
ム
137
に
は
相

関
関
係
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

森
林
空
間
線
量
別
、
施
業
別
の
大
気

中
粉
塵
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
把
握

　

採
取
し
た
粉
塵
量
は
、
除
伐
が
最
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
放
射
性
物
質
濃
度
が

最
も
高
か
っ
た
間
伐
で
、
一
時
間
当
た

り
の
内
部
被
曝
量
を
試
算
し
た
結
果
ご

く
僅
か
な
値
で
し
た
。

　

平
成
二
五
年
度
実
施
課
題

　

平
成
二
五
年
度
の
実
施
課
題
を
表
の
と

お
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
放
射
性
物
質
関
連
課
題
に

特
化
し
た
実
施
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
、「
普

及
に
移
し
う
る
成
果
」
を
皆
様
に
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成25年度研究課題
種　別 課　　題　　名 担当部 新規

継続始期 終期
通　　常 マツノザイセンチュウ抵抗性種子の品質向上技術の開発 森林環境部 23 27 継続

会津産スギ材の特性把握と利用技術の開発 林産資源部 22 26 継続

地域特産食用きのこの栽培技術の開発と優良品種選抜 林産資源部 22 26 継続

キリ健全苗生産技術の開発 林産資源部 22 26 継続

ナツハゼ増殖技術の開発と優良品種選抜 林産資源部 22 25 継続

放射性物質関連 県産きのこの放射性物質の挙動と対策に関する研究 林産資源部 － － 継続

野生きのこ等の汚染実態の把握と移行低減技術 林産資源部 － － 継続

山菜等の汚染実態の把握と移行低減技術 林産資源部 － － 継続

タケ類の放射性物質移行実態の把握と低減化技術の開発 林産資源部 － － 継続

立木における放射性物質の汚染実態の把握及び対策 林産資源部 － － 継続

製材品における放射性物質の低減方法の検討 林産資源部 － － 継続

排煙処理施設による安全確認試験 林産資源部 － － 継続

原木における汚染軽減技術の開発 林産資源部 － － 継続

森林内の放射性物質の動態と樹木に与える影響 森林環境部 － － 継続

森林除染地の放射線量等変化の把握 森林環境部 － － 継続

森林施業に伴う放射線量変化の把握 森林環境部 － － 継続

森林除染に資するための木本種への放射性物質の移行係数把握 森林環境部 － － 継続

森林除染地の土砂流出等の把握 森林環境部 － － 新規

きのこで地域を元気に （公社）福島県森林・林業・緑化協会
きのこ振興センター

●菌床栽培用ナメコ（登録品種）

〒963－0112　郡山市安積町成田字西島坂７－２　　Tel 024－947－2188　Fax 024－947－6926
E-mail : f -k inoko@mtj .biglobe.ne. jp　　URL:http://www.f-kinoko.org

●原木栽培用ナメコ（登録品種）
○その他各種種菌

○菌床　・シイタケ
　　　　・ハタケシメジ
　　　　・ムラサキシメジ等

○マイタケホダ木　　○栽培資材
安定多収量 大型・滑り少

コナラ原木で安定・多収量
食物繊維、ペクチン様物質豊富

福島Ｎ１号 福島Ｎ２号 福島Ｎ３号 福島Ｎ４号
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Ａ　治山事業
　一、治山事業の必要性
　　　本県の地質は、浜通りは古生代の変成岩と中生代の火成岩からなり、中通りから会津地方は複雑な地質構造

で、全体的に第三紀後半の火成岩から成っている。地質構造の特徴は破砕帯があり、浜通りは双葉、津島、夏
井川破砕帯、県南は棚倉破砕帯、会津地方は奥羽山脈の西側に南北に走る男鹿川破砕帯で、地質はいずれも
花崗岩、石英安山岩、砂岩などと成っている。

　　　これらの地質構造から荒廃地が多く分布しており、台風や集中豪雨等による災害に対応するため治山事業が
必要である。

　二、山地治山事業（一般公共）　事業名は抜粋
　　１　復旧・予防治山
　　　　崩壊地、はげ山および渓流の荒廃山地を復旧整備し、豪雨などによる

災害から国土を守るほか、山腹崩壊危険地、はげ山移行地および渓流の荒
廃の恐れのある山地の荒廃を未然に防止する事業（写真①②③）

　　２　災害関連緊急治山
　　　　風水害などにより発生、または拡大した荒廃山地を緊急に復旧整備する事業
　　３　防災林造成
　　　⑴　海 岸 防 災 林 造 成	 海岸における飛砂、潮害、高潮、強風、霧など

の被害を防止するための事業（写真④）
　　　⑵　防 風 林 造 成	 内陸部の季節風など、強風による被害を防止す

る事業
　　　⑶　なだれ防止林造成	 積雪地帯に発生するなだれの被害を防止する事業

（写真⑤⑥）
　　４　保安林整備
　　　⑴　保安林改良
　　　　　保安林の現況が著しく悪化し、保安林の指定目的が果せない箇所に

植栽を行ない、林況を復旧する事業（写真⑦）

“福 島 県 の 治 山 事 業 と 保 安 林”
Ａ　治山事業
　一、治山事業の必要性
　二、山地治山事業
　三、山地治山県単独事業
　四、県内地方別治山事業実施の主な

特徴
　五、治山事業のはじまり

　六、過去の代表的な災害
　七、治山事業の将来への展望
Ｂ　保安林
　一、保安林の種類と目的
　二、保安林に指定された森林の規制
　三、保安林の特典
　四、保安林の解除

　五、保安林の管理
　六、これからの保安林
Ｃ　東日本大震災による林地被害とそ

の対応について
Ｄ　治山事業に対する時代の要請と技

術の進歩などの変遷に対する対応に
ついて

福島県の治山事業と保安林 林業技士（森林土木）　
髙　橋　　　榮

昭和52年度施行
郡山市南湖町浜路地内

①復旧治山（山腹工）

昭和46年度施行
南会津郡下郷町湯野上地内

③予防治山（渓間工）

昭和34年度施行
東白川郡塙町台宿地内

②復旧治山（渓間工）

昭和49～52年度施行
相馬市岩ノ子地内

④海岸防災林造成

昭和39～41年度施行
大沼郡金山町大栗山地内

⑤なだれ防止林造成（階段工）

昭和49年度施行
南会津郡南会津町叶津地内

⑥なだれ防止林造成（鋼製柵工）

連載
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　　　⑵　生活環境保全林整備
　　　　　治山効果と保健効果を兼ね備えた保安林を整備する事業で、保健効果を高度に発揮させるため自

然林造成、改良などの事業（写真⑧⑨⑩）

　　５　地すべり防止
　　　　地すべりによる被害を防止、軽減するため、地すべりを防止するもの

で、地下水の排除、杭打工、排土、土留工、ダム工を施工する事業

　三、山地治山県単独事業（県単公共）　事業名は抜粋
　　　小規模で国庫補助の対象にならないもの
　　１　治山施設県営・治山施設補助・治山施設管理　小規模の復旧、予防の治山事業、既治山施設の管理
　　２　保安林整備　小面積の林況の悪化した保安林の植栽

　四、県内地方別治山事業実施の主な特徴
　　１　会津地方
　　　　只見川、阿賀川流域の支流に点在する荒廃地の復旧、予防事業で、渓

間工、山腹工、地すべり防止、生活環境保全林と積雪が多い地方のなだ
れ防止事業を主とする。

　　２　中通り
　　　⑴　県南・県中地方
　　　　　久慈川、阿武隈川の支流に点在する荒廃地の復旧、予防事業で、渓

間工、山腹工、保安林改良事業を主とする。
　　　⑵　県北地方
　　　　　阿武隈川の支流に点在する荒廃地と地区（土湯地区、半田山地区）

の荒廃地の復旧、予防事業で渓間工、山腹工、地すべり防止、保安林
改良を主とする。

　　３　浜通り
　　　　請戸川、木戸川、夏井川に点在する荒廃地の復旧、予防と海岸防災林

造成事業を主とする。

昭和52年度施行
福島市土湯温泉町陣場地内

⑦保安林改良、植栽工

昭和57～58年度施行
伊達郡桑折町半田山地内

⑧生活環境保全林整備（植栽工）

伊達郡桑折町半田山地内

⑨生活環境保全林整備（保健休養広場）

大沼郡会津美里町
白鳳山地内

⑩生活環境保全林整備（休けい施設）

耶麻郡熱塩加納村板ノ沢地内

コンクリート杭打工

耶麻郡山都町撫木地内

地下水集排水施設

耶麻郡高郷村抜戸地内

地すべり指定地（昭和54年指定）

渓間山腹工

土湯地区

山腹工

半田山地区
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林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
昭
和
五
七

年
一
月
に
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

に
よ
り
、
林
業
の
作
業
現
場
で
働
く
林
業

従
事
者
の
福
祉
の
一
環
と
し
て
設
け
ら
れ

た
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
林
業
の
事
業
主
が
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
と
退
職
金
共
済
契

約
を
結
ん
で
共
済
契
約
者
と
な
り
、
林
業

現
場
で
働
く
従
事
者
を
被
共
済
者
と
し

て
、
共
済
手
帳
に
従
事
者
が
働
い
た
日
数

に
応
じ
共
済
証
紙
を
は
り
、
そ
の
従
事
者

が
林
業
界
の
中
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
、
直
接
従
事
者
に
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
「
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
」

で
す
。
ま
た
、
従
事
者
の
雇
用
事
業
主
が

変
わ
っ
て
も
従
事
者
の
被
共
済
者
の
立
場

は
継
続
し
、
働
い
た
日
数
は
全
部
通
算
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
林
業
を
営
む
事
業
主
で

あ
れ
ば
、
専
業
・
兼
業
を
問
わ
ず
す
べ
て

加
入
で
き
、
又
、
対
象
と
な
る
従
事
者
は

造
林
・
伐
木
な
ど
の
職
種
や
月
給
制
・
日

給
制
・
出
来
高
制
に
関
係
な
く
加
入
で
き

る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
一

人
親
方
」
の
加
入
に
つ
い
て
も
、
任
意
組

合
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
加
入
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
取
り
組
み
、

林
業
従
事
者
の
福
利
厚
生
の
充
実
に
ご
活

用
下
さ
い
。

林業退職金共済制度
について

森連だより

福島県森林組合

連 合 会

林
業
退
職
金
共
済
事
業
福
島
県

支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

長
期
未
更
新
者
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
共
済
手
帳
更
新
時
に
被
共
済
者

の
住
所
情
報
を
取
得
し
、
デ
ー
タ
ー
ベ
ー

ス
化
を
実
施
に
伴
い
、
更
新
申
請
書
及
び

助
成
更
新
申
請
書
の

様
式
が
下
記
の
様
式

へ
と
変
更
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
二
五
年

四
月
か
ら
は
こ
れ
ま

で
の
旧
様
式
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で

更
新
時
は
ご
注
意
下

さ
い
。

　

ま
た
、
新
様
式
は

林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
下

さ
い
。

　

加
入
を
は
じ
め
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
林
業
退
職
金
共
済
事
業
福

島
県
支
部
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

電
話
：
〇
二
四―

五
二
三―

〇
二
五
五

（
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
内
）

林業退職金共済事業本部ホームページ
http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/index.html

団体のページ
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団体のページ
　

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

度
、
作
業
道
設
置
要
領
を
改
正
し
、
作
業

道
の
名
称
や
規
格
、
構
造
を
整
理
し
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

従
来
の
水
源
林
造
成
事
業
に
お
け
る
作

業
道
は
、
造
林
事
業
の
作
業
効
率
の
向
上

及
び
林
業
労
働
者
の
就
労
条
件
の
改
善
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
型
自
動
車

（
一
般
乗
用
車
、
二
㌧
程
度
の
ト
ラ
ッ
ク
）

が
走
行
可
能
な
規
格
で
整
備
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
後
は
、
利
用
間
伐
や

主
伐
等
の
収
穫
事
業
に
対
応
す
る
た
め
、

従
来
の
作
業
道
の
機
能
に
加
え
、
対
象
地

域
に
お
け
る
基
幹
的
な
路
線
に
つ
い
て
、

間
伐
材
等
の
効
率
的
な
搬
出
を
勘
案
し
、

一
定
規
模
の
ト
ラ
ッ
ク
が
通
行
可
能
な
規

格
・
構
造
を
有
し
た
基
幹
的
な
作
業
道
と

し
て
、
基
幹
的
、
ま
た
支
線
的
な
作
業
道

を
効
率
的
に
組
み
合
わ
せ
て
整
備
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て

従
来
の
作
業
道
等
の
名
称
を
基
幹
作
業

道
、
ト
ラ
ッ
ク
道
、
林
業
機
械
道
に
簡
略

化
し
ま
し
た
。

　

基
幹
作
業
道
は
、
文
字
ど
お
り
作
業
道

路
網
の
基
幹
と
な
る
規
格
を
有
す
る
も
の

で
、
幅
員
が
三
・
五
㍍
、
設
計
荷
重
が
一

四
㌧
、
設
計
車
両
は
一
〇
㌧
積
載
の
ト

ラ
ッ
ク
又
は
高
性
能
林
業
機
械
、
カ
ー
ブ

の
曲
線
半
径
は
一
二
㍍
以
上
と
し
て
お

り
、
今
後
増
大
す
る
間
伐
材
等
の
効
率
的

な
搬
出
の
た
め
、
森
林
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

確
保
す
る
た
め
の
恒
久
的
施
設
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
道
は
幅
員
三
・
〇
㍍
、
設
計

車
両
は
積
載
量
二
㌧
程
度
の
ト
ラ
ッ
ク
と

し
、
造
林
作
業
の
能
率
向
上
や
林
業
労
働

森林農地整備センター
の基幹作業道について

福島水源林整備事務所だより

（独）森林総合研究所森林農地整備センター
福島水源林整備事務所

者
の
就
労
条
件
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
普
通
車
の
通
行
が
可
能
な
規

格
・
構
造
で
す
。

　

林
業
機
械
道
は
幅
員
二
・
〇
㍍
～
二
・

五
㍍
、
設
計
車
両
を
林
業
作
業
機
械
と

し
、
ト
ラ
ッ
ク
道
か
ら
分
岐
・
延
長
し
て

林
業
機
械
等
が
作
業
の
た
め
通
行
す
る
も

の
で
、
一
時
的
な
使
用
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
継
続
使
用
さ

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

基
幹
作
業
道
に
ト
ラ
ッ
ク
道
や
林
業
機

械
道
を
効
果
的
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
継
続
的
に
造
林
事
業
及
び
収
穫
事
業

に
活
用
で
き
る
作
業
道
路
網
を
整
備
す
る

こ
と
が
で
き
、
更
に
、
路
網
と
高
性
能
林

業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
作
業

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
材
価
低
迷
の
打

開
策
と
し
て
、
施
業
コ
ス
ト
を
低
減
す
る

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
林
道

や
作
業
道
の
整
備
は
不
可
欠
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
効
率
的
な
作
業
路

網
を
配
置
し
、
施
業
コ
ス
ト
の
低
減
に
努

め
、
造
林
事
業
の
活
性
化
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

標 準 図

【基幹作業道】

【作業道（トラック道）】

【作業道（機械道）】

全幅員
3.50

車道幅員
3.0

車道幅員
3.0

車道幅員
2.0～2.5

路肩
0.25

路肩
0.25

路盤工

路盤工

設計荷重：14ｔ
設計車両：トラック（積載量10ｔ程度）
　　　　　高性能林業機械
設計曲線：12ｍ以上

設計車両：トラック（積載量２ｔ程度）

設計車両：作業機械
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松林再生の
取り組み

苗協メモ

福島県農林種苗農業協同組合

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
被
害
を

受
け
た
二
九
五
㌶
の
海
岸
防
災
林
復
興
の

た
め
の
マ
ツ
苗
木
を
、
福
島
県
農
林
水
産

部
の
ご
指
導
の
下
、
七
名
の
組
合
員
が
生

産
し
て
お
り
ま
す
。
海
岸
防
災
林
用
の
マ

ツ
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
対
す

る
抵
抗
性
マ
ツ
で
、
か
つ
津
波
に
も
負
け

な
い
直
根
の
発
達
し
た
マ
ツ
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
福
島
県
だ
け
で
は
種
子
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
県
外
に
種
子
の
提

供
協
力
を
求
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
滋
賀
、

茨
城
、
栃
木
、
愛
媛
、
神
奈
川
、
石
川
、

山
口
県
か
ら
種
子
の
提
供
を
受
け
、「
海

岸
林
復
旧
に
使
用
す
る
抵
抗
性
マ
ツ
種
子

等
に
関
す
る
協
定
書
」
を
県
と
取
り
交
わ

し
た
組
合
員
の
み
が
、
昨
年
春
に
苗
畑
に

播
種
し
ま
し
た
。
他
県
か
ら
頂
い
た
貴
重

な
種
子
な
の
で
、
定
期
的
に
県
別
の
育
苗

状
況
を
写
真
も
添
え
て
報
告
を
し
な
が

ら
、
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

　

苗
に
は
裸
苗
と
培
地
付
き
苗
が
あ
り
ま

す
が
、
山
行
き
苗
や
緑
化
苗
の
ほ
と
ん
ど

が
裸
苗
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
組
合
員

は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
は
こ
れ
ま
で

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
海

岸
防
災
林
と
し
て
植
栽
す
る
の
は
、
コ
ン

テ
ナ
苗
と
の
指
定
を
受
け
た
た
め
、
各
地

の
講
習
会
に
参
加
し
た
り
、
研
修
会
を
開

催
し
た
り
し
て
、
先
ず
は
コ
ン
テ
ナ
苗
生

産
の
勉
強
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
と
は
、
マ
ル
チ
キ
ャ
ビ
テ
ィ

コ
ン
テ
ナ
の
略
で
、
多
孔
容
器
と
い
う
意

味
で
す
。
硬
質
樹
脂
製
の
多
数
の
細
長
い

栽
培
容
器
が
一
体
で
成
型
さ
れ
た
物
で

す
。
今
回
使
用
し
た
の
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ―
３

０
０
コ
ン
テ
ナ
と
い
う
一
個
の
容
器
の
容

量
が
三
〇
〇
cc
の
鉢
が
二
四
個
あ
る
コ
ン

テ
ナ
で
す
。
昨
年
播
種
し
て
育
て
た
マ
ツ

苗
を
今
コ
ン
テ
ナ
に
移
植
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
用
土
は
、
軽
く
て
孔
隙
量
が
多

く
、
腐
敗
、
発
酵
し
に
く
く
、
菌
類
、
バ

ク
テ
リ
ア
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
コ

コ
ナ
ツ
ハ
ス
ク
を
主
材
料
と
す
る
特
殊
な

培
土
を
使
用
し
ま
す
。
内
部
に
リ
ブ
と
い

う
一
㍉
㍍
位
の
高
さ
の
筋
が
あ
る
コ
ン
テ

ナ
に
移
植
さ
れ
た
マ
ツ
苗
は
、
リ
ブ
に

沿
っ
て
根
を
下
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
容
器
自
体
は
、
中
空
に
懸
架
さ

れ
て
い
る
た
め
、
一
五
㌢
㍍
位
伸
び
た
根

は
、
空
気
に
よ
っ
て
あ
た
か
も
鋏
で
切
ら

れ
た
よ
う
に
成
長
を
止
め
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
し
て
根
の
変
形
の
無
い
、
直
根
の

し
っ
か
り
伸
び
た
コ
ン
テ
ナ
苗
が
大
切
に

育
て
ら
れ
て
植
栽
を
待
つ
の
で
す
。

　

組
合
員
は
苗
木
生
産
方
法
の
勉
強
に
加

え
て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
設
備
の
初
期
投

資
も
あ
り
ま
す
の
で
、
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
福
島
の
被
災
し
た
海
岸
林
は
福
島

で
育
て
た
マ
ツ
苗
で
復
旧
し
た
い
と
の
強

い
意
志
の
も
と
、
福
島
県
農
林
水
産
部
森

林
整
備
課
の
皆
さ
ま
は
じ
め
森
林
管
理

署
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
森
林
保
全
課
、

県
内
農
林
事
務
所
の
皆
さ
ま
と
共
に
一
生

懸
命
に
立
派
な
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
を
提
供

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

JFA －300コンテナ

　

昨
年
は
マ
ツ
種
子
が
全
国
的
に
記
録
的

な
凶
作
で
し
た
が
、
福
島
県
が
全
国
に
種

子
の
提
供
を
求
め
て
下
さ
っ
た
結
果
、
今

年
も
茨
城
、
滋
賀
、
兵
庫
、
和
歌
山
県
よ

り
種
子
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
県
の
計

画
に
よ
る
と
、
コ
ン
テ
ナ
マ
ツ
苗
は
二
〇

一
四
年
度
か
ら
海
岸
に
植
栽
さ
れ
る
予
定

で
す
。
予
定
通
り
の
植
栽
が
で
き
る
よ

う
、
用
地
の
整
備
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

生産の様子

マルチキャビティーコンテナ苗

団体のページ



林業福島　平成25年５月１日発行（第三種郵便物認可）

12―　  ―

区　分
形　　量

材質 樹  種
中 通 り 地 方 会 津 地 方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
  5～  9

 4.00
並

ス　ギ
9（ 8～ 9） 0 （ 0～ 0） 0 9（ 9～ 9） 0 9（ 8～ 9） 0

10～13 並 10（ 9～11） 1 8（ 6～ 9） 0 10（10～10） 0 9（ 6～11） 0

中

14～18

 3.00
並 ス　ギ 11（11～13） 0 9（ 8～10） 0 10（ 9～11） 0 10（ 8～13） 0

並 ヒノキ 14（12～18） △ 1 （ 0～ 0） 0 15（15～15） △ 1 15（12～18） 0

 6.00
並 ス　ギ 17（15～20） 0 （ 0～ 0） 0 15（14～15） 0 16（14～20） 0

並 ヒノキ 27（24～29） 1 （ 0～ 0） 0 22（18～25） △ 3 24（18～29） △ 2

20～28

 3.65 並 ス　ギ 11（10～12） 0 11（10～12） 0 10（ 9～12） △ 1 11（ 9～12） 0

 4.00 並
アカマツ

10（ 8～13） 0 （13～13） △13 9（ 9～ 9） 0 11（ 8～13） 1

 1.80 並 7（ 5～ 8） 0 9（ 9～ 9） 0 8（ 8～ 8） 0 8（ 5～ 9） 1

外

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 24（24～24） 2 （ 0～ 0） 0 24（24～24） 1 24（24～24） 1

並 米マツ 27（26～28） 2 26（26～26） 0 25（23～27） 1 26（23～28） 1
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

 3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 24（24～24） 1 24（24～24） 1

 4.00
並 ベニマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 24（24～24） 2 24（24～24） 2

並 カラマツ 20（20～20） ＊ （ 0～ 0） 0 20（20～20） 1 20（20～20） 1
南
洋
材

70～90 8～14
並 ラワン （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

並 アガチス （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

パルプ
用　材

− −
並 マ　ツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

並 広葉樹 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

相
双
地
方
の
道
路
事
情

　

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の

方
が
相
馬
野
馬
追
い
を
は
じ
め
、
相
双
地
方
へ

の
観
光
を
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
お
い
で
い
た
だ
く
皆
様
に
、
相
双
地
方
を

気
持
ち
よ
く
満
喫
し
て
も
ら
う
た
め
、
最
近
の

相
双
地
方
の
交
通
事
情
等
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

先
ず
交
通
事
情
で
あ
り
ま
す
が
、
伊
達
市
か

ら
相
馬
市
へ
通
じ
る
国
道
一
一
五
号
及
び
川
俣

町
か
ら
南
相
馬
市
へ
通
じ
る
県
道
原
町
・
川
俣

線
は
、
復
旧
工
事
の
た
め
の
特
殊
大
型
車
両
や

通
勤
の
た
め
の
車
両
に
よ
り
混
雑
し
て
お
り
ま

す
。
川
俣
町
か
ら
浪
江
町
に
通
じ
る
国
道
一
一

四
号
は
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、

通
行
が
規
制
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

浜
通
り
を
南
北
に
貫
く
国
道
六
号
及
び
そ
の

周
辺
道
は
、
復
旧
工
事
の
た
め
の
車
両
等
及
び

避
難
区
域
等
の
見
直
し
で
、
立
ち
入
り
が
可
能

と
な
っ
た
区
域
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響

と
思
わ
れ
る
一
般
車
両
の
増
加
で
、
平
日
で
も

か
な
り
の
交
通
量
が
あ
り
ま
す
。

　

時
間
帯
別
で
み
る
と
、
県
道
原
町
・
川
俣
線

は
、
中
通
り
方
面
か
ら
相
双
地
方
方
面
に
向
け

て
は
、
復
興
事
業
等
に
あ
た
っ
て
い
る
人
員
の

通
勤
時
間
帯
で
混
雑
し
ま
す
。
特
に
、
単
身
赴

任
者
の
移
動
と
重
な
る
月
曜
日
の
朝
の
通
勤
時

間
帯
で
交
通
量
が
多
く
な
り
、
常
磐
道
Ｉ
Ｃ
付

近
で
渋
滞
が
発
生
し
ま
す
。
休
日
は
日
中
の
時

間
帯
で
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
一
時
帰
宅
と

思
わ
れ
る
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
に
よ
り
、
そ

れ
な
り
の
交
通
量
が
あ
り
ま
す
。

　

相
馬
野
馬
追
い
等
の
イ
ベ
ン
ト
時
は
観
光
の

車
両
が
加
わ
る
こ
と
か
ら
、
お
い
で
の
際
は
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
た
計
画
さ
れ
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

次
に
宿
泊
事
情
で
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
交

通
事
情
と
同
様
に
復
旧
工
事
等
に
あ
た
る
人
員

の
関
係
で
そ
れ
な
り
に
混
雑
し
て
い
る
模
様
で

す
。
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
そ
の
傾
向
が

顕
著
な
よ
う
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
混
雑
の
一
因
と
し
て

は
、
以
下
の
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
の
一
部
が
民
間
ア

パ
ー
ト
等
に
入
居
し
て
い
る
た
め
、
ア
パ
ー
ト

事
情
が
逼
迫
し
て
い
る
状
況
の
中
、
復
旧
工
事

等
の
人
員
が
増
員
と
な
っ
た
。
ア
パ
ー
ト
が
確

保
で
き
な
か
っ
た
人
員
が
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
暮

ら
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
相
双
農
林
事
務
所
職

員
を
は
じ
め
と
し
た
各
県
機
関
で
各
県
か
ら
の

応
援
職
員
や
配
置
転
換
に
よ
り
職
員
が
増
員
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
増
員
と
な
っ
た
職
員
の
中

に
も
、
県
の
公
舎
や
民
間
ア
パ
ー
ト
に
入
居
で

き
ず
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ

て
い
る
方
が
多
く
お
り
ま
す
。
余
談
で
す
が
、

県
外
応
援
職
員
の
な
か
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
暮
ら
し
が
一
年
を
超
え
、
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
に

飽
き
た
た
め
、
ホ
テ
ル
内
で
自
炊
を
始
め
た
強

者
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

七
月
に
は
、
県
外
応
援
職
員
の
た
め
の
県
公

舎
が
完
成
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
暮
ら

し
の
職
員
は
、
す
べ
て
ホ
テ
ル
か
ら
転
居
す
る

こ
と
と
な
り
、
相
馬
野
馬
追
い
の
こ
ろ
に
は
、

あ
る
程
度
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
、
交
通
や
宿
泊
事
情
に
つ
い
て
紹
介
を

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 國　

分　

真　

悟

　

一
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
三
㌫
増
（
前
年
比
四
㌫

減
）
の
二
七
、
八
六
二
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
に
つ
い
て
は
、
前
月
比
六
㌫
増
（
前
年
比
一
㌫
減
）
の
二
八
、

四
一
二
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
月
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
円
安
の
影
響
に
よ
り
外
材
は
値
上
が
り
し

て
い
る
が
、
国
産
材
価
格
の
値
上
が
り
の
動
き
は
弱
く
、
保
合
で
あ
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（２月15日現在）
（単位：m3当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを、＊印は前
月実績がなかったことを示す。

　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外
は各地域の平均的価格を示す。

　　３．一般用材カラマツは工場着価格では
なく、福島県森林組合連合会の会津
共販所・いわき木材流通センターの
素材市売価格を示す。

相
双
農
林
事
務
所

森
林
林
業
部

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

 4.00

並 カラマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

13～14 並 カラマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

16以上 並 カラマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0
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株式会社　福島測機
福島市渡利山ノ下前37-2　TEL 024-523-1706　FAX 024-523-1704

１. 樹木の様に比較的まっすぐな場合 ２. 堆積物等の山なり形状の場合

LDM-20
レーザーハイトセンサー「ハイト mini」
LDM-20

【LDM-20　仕様】 測 距 範 囲
測 距 精 度
傾斜センサー分析能
測　　　　　定
寸　　　　　法
重　　　　　量
付　　属　　品

反射板　無30ｍ　有300ｍ
±５mm
0.1
高さ・水平距離・斜距離
Ｗ64・Ｈ64・Ｄ180
650ｇ

ソフトケース・反射板・取説
RS232Cケーブル・EXCEL取込ソフト

高さ測定

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

福

島

県

林

業

公

社

森
林
総
合
研
究
所
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

相

馬

雅

俊

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
五
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

表紙の写真

「輝く緑のまち」
　平成24年度　第27回ふくし
ま緑の写真コンクールで金賞と
なった伊藤留夫さん（大玉村）
の作品。

はなしの
ひろば

　
「
東
日
本
入
会
・
山
村
研
究
会
」
と
い
う
集
ま
り
が
あ
る
。
前
身
は
「
東
日
本
入
会
林
野
研

究
会
」
と
い
っ
て
い
た
が
、
平
成
二
〇
年
か
ら
現
在
の
名
称
に
な
り
、
会
の
目
的
は
「
入
会
・

山
村
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
研
究
と
会
員
の
交
流
を
と
お
し
て
山
村
の
自
律
的
存
続
・
発
展
に

寄
与
す
る
（
抜
粋
）」
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
山
村
に
お
い
て
、
最
大
の
地
域
資
源
で
あ
る
森
林
の
管

理
の
あ
り
方
や
活
用
を
と
お
し
て
、
山
村
の
発
展
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

か
つ
て
、
日
本
の
近
代
化
を
進
め
る
中
で
、
共
有
林
や
慣
行
使
用
林
、
入
会
林
な
ど
が
解
体

さ
れ
、
個
人
所
有
・
個
人
利
用
と
な
っ
た
森
林
が
、
今
日
、
収
穫
し
た
木
材
の
代
金
で
は
、
再

植
林
等
も
賄
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
個
人
で
は
そ
の
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
森
林
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
然
観
察
・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
関
心
を
寄
せ
る
方
々
な

ど
木
材
生
産
以
外
の
役
割
を
期
待
す
る
人
々
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
管
理
の
一
部
を
担
う
動

き
も
出
て
き
て
い
る
。

　

そ
こ
で
は
、
共
同
や
入
会
な
ど
の
仕
組
み
が
再
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
今
日
的
課
題
を
踏
ま

え
た
新
た
な
管
理
形
態
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
東
日
本
入
会
・
山
村
研
究
会
」
は
、
毎
年
、『
山
村
の
未
来
像
︱
「
入
会
」
の
可
能
性
を
考
え

る
︱
』
を
テ
ー
マ
に
報
告
会
を
開
催
し
地
域
の
課
題
解
決
と
施
策
化
に
向
け
活
動
を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
森
林
管
理
は
、
地
域
の
森
林
の
恩
恵
を
享
受
す
る
の
は
誰
な
の
か
、
そ
の
森
林

を
管
理
す
る
の
は
誰
な
の
か
、
森
林
の
所
有
者
も
含
め
た
多
く
の
関
係
者
が
思
い
を
共
有
し
、

共
に
管
理
・
経
営
を
行
う
シ
ス
テ
ム
が
必
要
に
な
る
と
思
う
。
生
態
学
や
自
然
環
境
の
保
全
と

い
っ
た
観
点
も
加
味
し
た
新
た
な
管
理
手
法
が
構
築
さ
れ
、
森
林
は
持
続
的
に
経
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

林
業
福
島
の
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
平
成
二
四
年
六
月
号
か
ら
一
年
間
に
わ
た
り
、
私
の
気

ま
ま
な
文
章
に
お
つ
き
あ
い
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
、
福
島
県
の
森
林
、
特
に
里
山
の
森
が
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
り
を
持
ち
、

新
し
い
管
理
方
法
の
基
で
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
祈
っ
て
筆
を
置
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
達　

菫
風

森
林
の
管
理



山火事で受けた
損害

又は　県庁森林保全課
℡ 024－521－7441

《ご相談・お申し込みは》
◆県内各森林組合
◆福島県森林組合連合会

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林国営保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

北関東支店　〒969-1149　福島県郡山市八山田 5-314
　　　　　　 TEL 024-973-5166　FAX 024-973-5168



監　
　
　

修　
福
島
県
農
林
水
産
部　
　

発
行
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住化グリーン株式会社
本社　　　　〒104－0032　東京都中央区八丁堀４丁目５番４号 　　　　　　TEL.03-3523-8070　FAX.03-3523-8071
東北営業所　〒981－3133　宮城県仙台市泉区泉中央３丁目10番３号　泉セントラルビル202号室　TEL.022-771-6681　FAX.022-771-6682

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

くん蒸用生分解性シート

昭
和
四
十
二
年
二
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

平
成
二
十
五
年
五
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一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

林
業
福
島
五
月
号 

通
巻
第
五
八
五
号

水冷ディーゼル
X379301020
￥3,543,750（税込）

RSP	 21BPX	 967159403
	 95VPX	 967159303
HS	 25AP	 967159104
	 91VXL	 967159204
HM	 21BPX	 967159404
	 95VPX	 967159305

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

SR3000-2
竹もOK!

出力　22.3kW（質量1,330㎏）

最大処理径

180㎜

GZ3900EZ
排気量　39.1㎤（質量4.4㎏）

￥113,400（税込） 45㎝（18"）
RSP	 21BPX	 967160502	
	 95VPX	 967159902
HM	 21BPX	 967160504
	 95VPX	 967159904

GZ4300EZ
排気量　43.1㎤（質量4.4㎏）

￥140,385（税込）

 チッパシュレッダ 　プロソー


